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六朝詩に詠じられた洛陽
―楽府「洛陽道」を題材として―
橘　英 範　
はじめに
　唐の劉希夷の「代悲白頭翁」（『全唐詩』巻82）は次のように歌い起こされる。
　洛陽城東桃李花　　洛陽城東　桃李の花
　飛來飛去落誰家　　飛び來たり　飛び去って　誰が家にか落つ
　この人口に膾炙する詩によって、恐らく、桃やすももの花が風に舞う美しい洛陽の
春景色が、読者の脳裡に強く印象づけられていることであろうが、実はこの２句は、
後漢の宋子侯の「董嬌饒詩」（『玉臺新詠』巻１）の冒頭の表現に基づいたものである。
　洛陽城東路　　洛陽　城東の路
　桃李生路傍　　桃李　路傍に生ず
　花花自相對　　花花　自
おの
づから相ひ對し
　葉葉自相當　　葉葉　自づから相ひ當たる
　春風東北起　　春風　東北より起こり
　花葉正低昂　　花葉　正に低
ていかう
昂す
　周知のように、劉希夷の頃の洛陽城（隋唐洛陽城）は、宋子侯の頃の洛陽城（漢魏
洛陽城）の10キロほど西に、新たに建設された都であった（１）。後漢の桃李はすでに
枯れ果ててしまっていただろう。ひょっとしたら劉希夷の頃には、城東には桃李の花
はなかったかもしれない。もしあったとしても、それは恐らく漢魏の洛陽城の風物と
して著名だったものを唐代に再現するという意味で、新たに植えられたものだったの
ではあるまいか。すなわち、実際には植えられていない桃李か、または全く異なる場
所に植えられた新しい桃李ということになろう。
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　しかし、文学的伝統の踏襲を重んじる中国の古典詩においては、まるで後漢の時代
と同じ風景であるかのように詠じられるのである。それはすなわち洛陽の実景ではな
く、過去の詩に描かれた洛陽の風景であり、イメージの中の洛陽といえよう。
　こういった洛陽のイメージの形成について考える時、重要な意味を持つと思われる
のは、六朝期の詩に描かれた洛陽ではないだろうか。後漢および魏晋の文人・詩人た
ちは、実際に目にした洛陽を詩文に描いたであろう。ところがその後、晋の東遷から
隋の統一に至るまで、文化の華開いた南朝に排出した多くの詩人のほとんどは、恐ら
く洛陽を見ることもないままその生涯を終えたことであろう。彼らはまだ見ぬ洛陽を
どのように詩に描いているのか、また、前の時代の詩文に描かれたどのような面を継
承しているのか―このことを考えることは、唐代以降の詩に描かれた洛陽の姿の原
型を知ることにもなるのである。
　文学作品に描かれた洛陽については、植木久行氏の一連の業績など、唐詩を中心に
これまで研究がなされているが（２）、六朝詩に描かれた洛陽のイメージを扱ったもの
は、管見の及んだ限りではなかったようである。
　本稿では、六朝時代の詩人が洛陽を描いた詩の中から、楽府「洛陽道」を取り挙げ、
その中に描かれた洛陽の姿について考えることにしたい。
１．六朝詩における洛陽
　本節では、本稿における研究方法について触れた上で、六朝詩における洛陽の詠じ
られ方について概観しておくこととする。
　今回の調査では、まず基礎作業として、逯欽立『先秦漢魏晋南北朝詩』（上海古籍
出版社、1983年）の収録作品を対象として、そのインターネット検索により（３）、詩
中および詩題に「洛」「雒」の文字を用いたものを全て抽出した。この方法の場合、「洛」
「雒」の文字が用いられていない作品が漏れることになり、実際にこの文字を用いな
いで洛陽を表現した作品もあるのだが（４）、別の語で検索を試みることはしなかった。
後に影響を与えた重要な作品であれば、洛陽を描いた作品を読んでいく中で、必ず先
行例として調査が及ぶと考えたからである。
　検索の対象を『先秦漢魏晋南北朝詩』全体としたため、六朝に限らず、先秦から隋
におよぶ詩の全てから抽出することになったが、六朝詩に影響を与えたであろう以前
の例をも集めておくために、検索の対象は絞らなかった。そして、検索の結果得られ
た詩語・詩題の数は膨大であるため、その中から考察の対象を絞り込むこととした。
　こうして得られた検索結果をまずざっと見渡してみて、洛陽の描かれ方は五種類に
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大別できると感じた。すなわち、
　ⅰ漢魏あるいは北朝および隋の詩人が、実際の洛陽を描いたもの
　ⅱ南朝の詩人が、南朝の都建康を洛陽に喩えているもの
　ⅲ南朝の詩人が、特殊な事情で洛陽に赴いた時に作ったもの
　ⅳ南朝の詩人が、見たことのない洛陽を描いたもの
　ⅴ「洛神」「洛陽社」など、故事や過去の詩文の表現を踏まえたもの（５）
の五種類である。
　本稿の立場からすると、研究対象とすべきはⅳの作品となる。そこでⅳの作品に重
点を置いて見ていったところ、やはり実際に目にすることができなかったためか、南
朝の詩人のⅳの例はあまりなく（ⅴの例が甚だ多い）、特に詩全体が洛陽に関する作
品は、主に「洛陽道」と「京洛篇」の２つの楽府に集中しているようであった（６）。
楽府作品であるから、楽府題から得られたイメージを詠ずることが多いということ
も、本稿の目的と一致していよう。
　そこで、この２つの楽府題を中心に考察することにし、本稿では、作者が梁陳の詩
人のみであったことから、そのうちの「洛陽道」に絞って、調査結果の中間報告を行
うこととしたい。
２．楽府「洛陽道」
　本節では実際に「洛陽道」を見ていくこととするが、まず対象とする楽府「洛陽道」
について簡単に触れておこう。
　『樂府詩集』では巻21以下に「橫吹曲辭」の部分があり、笛によって演奏される横
吹曲が収められる中に、その一つとして巻23に「洛陽道」が収められる。
　巻21に引く『樂府解題』によれば、漢の横吹曲は、武帝期の楽人李延年の作ったも
のといい、漢の頃は28解あったというが、魏晋以来「黃鵠」等の10曲のみを伝えてい
た。そして、後になって「洛陽道」ほか８曲が加えられたという（７）。
　『樂府詩集』により現在に伝えられている六朝期の作は、梁から陳の間の12人の詩
人の全18首である。この収録状況からすると、梁の時代に新たに加えられた曲なのか
もしれない。これら12人の詩人の事跡に関しては、いまだ精査は及んでいないが、恐
らくほとんどが実際の洛陽を見ないで作られた作品と思われる。
　形式はほぼ共通していて、陳の後主の５首の其一が十句であるのを除けば、いずれ
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も五言八句の作となっている。
　これら18首について、以下、全詩を挙げ、簡単な注釈を施しておく（８）。
①梁・沈約「洛陽道」
１洛陽大道中　　洛陽　大道の中
うち
２佳麗實無比　　佳麗　實
まこと
に比無し
３燕裙傍日開　　燕裙　日に傍
そ
いて開き
４趙帶隨風靡　　趙帶　風に隨ひて靡
なび
く
５領上蒲萄繡　　領上　蒲萄の繡
ぬひとり
６腰中合歡綺　　腰中　合歡の綺
あやぎぬ
７佳人殊未來　　佳人　殊
こと
に未だ來たらず
８薄暮空徙倚　　薄暮　空しく徙
し い
倚す
　２の「佳麗」、美女の表現にも都市の表現にも用いられるが、ここでは、以下の３
～６に女性が詠じられているところからすると、美女の意か。洛陽を舞台の一つとし
た魏の曹植の「名都篇」（『文選』巻27）の冒頭にも（９）、「名都に　妖女多く、京洛　
少年出づ（名都多妖女、京洛出少年）」の句がある。
　３・４、女性の服装が「燕」と「趙」によって表現されているのは、「古詩十九首」
其十二（『文選』巻29）の「燕趙多佳人、美者顏如玉」の句に基づいていよう。５・
６はさらに服装の細部を表現する。６の「合歡」は男女の愛情を暗示する植物だが、
５の「蒲萄」（葡萄）にもそのようなイメージがあるのかもしれない。７の「佳人」
は男女いずれにも用いられるが、３～６に詠じられた女性を指すと解すれば、結びの
２句は、そのような美人が多いのに、自分のもとには来てくれないことを男性が嘆い
ていると解せよう。「佳人」が男性を指すと解すれば、結びの２句は、３～６に詠じ
られた女性が、恋人を待ちわびる様子を描いたものと解せよう。
②梁・簡文帝「和湘東王橫吹曲三首」其一「洛陽道」
１洛陽佳麗所　　洛陽　佳麗の所
２大道滿春光　　大道に　春光滿つ
３遊童初挾彈　　遊童　初めて彈を挾み
４蠶妾始提筐　　蠶妾　始めて筐
かご
を提
ひつさ
ぐ
５金鞍照龍馬　　金鞍　龍馬を照らし
６羅袂拂春桑　　羅袂　春桑を拂ふ
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７玉車爭晚入　　玉車　爭ひて晚
くれ
に入り
８潘果溢高箱　　潘果　高
かうさう
箱に溢
あふ
る
　この詩は『玉臺新詠』巻７に収められる。冒頭の「佳麗」は、ここでは都市の描写
に用いられたもの。１・２で春の洛陽を詠じ、３・４では春になって出かける男女が
対句で詠じられる。男性の方は弾（はじき弓）を脇にかかえた人物で、これによって
古くから楽府等にしばしば登場する遊侠少年であることを暗示する（10）と同時に、８
が踏まえる潘岳の故事とも響き合う。遊侠少年が活躍する舞台は洛陽とは限らない
が、洛陽にも関連した魏の曹植の「名都篇」（前出）にも「京洛　少年出づ」の句があっ
た。また、潘岳の方は洛陽を舞台とした故事である。
　女性の方は蚕を飼う＝桑摘みの女性で、やはり古くからしばしば楽府に詠じられて
きた女性像。古楽府「日出東南隅行」（『玉臺新詠』巻１）で、「羅敷　蠶桑を善くし、
桑を採る　城南の隅（羅敷善蠶桑、採桑城南隅）」と桑を摘んでいるところを、通り
がかった太守に見そめられたのに対し、のろけ話を披露してひじ鉄を食わせる秦羅敷
を想起させ、また、洛陽と関わる例としては、「はじめに」に引いた宋子侯の「董嬌
饒詩」（前出）の続く部分に、「知らず　誰が家の子ぞ、籠を提
さ
げて　行くゆく桑を採
る（不知誰家子、提籠行採桑）」と詠じられる洛陽の美しい娘をも想起させる。さらに、
梁の武帝の「河中之水歌」（『玉臺新詠』巻９）に登場する莫愁という「洛陽の女兒」も、「莫
愁　十三　能く綺を織り、十四にして桑を采
と
る　南陌の頭
ほとり
（莫愁十三能織綺、十四采
桑南陌頭）」と、桑摘みの姿が詠じられている（11）。
　続く５・６も男女それぞれを詠じた対句で、男性の方は乗っている馬を、女性の方
は衣服を描写している。
　７・８は、潘岳の有名な故事を用いる。『晉書』潘岳伝にいう。
　岳美姿儀、辭藻 麗、尤善爲哀誄之文。少時常挾彈出洛陽道、婦人遇之者、皆連手
縈繞、投之以果、遂滿車而歸。
　　（潘）岳は姿儀美しくして、辭藻は 麗、尤
もつと
も善く哀誄の文を爲
つく
る。少
わか
き時　常
に彈を挾みて洛陽道に出で、婦人の之
これ
に遇ふ者、皆　手を連ねて縈
えい
繞
ぜう
し、之に投ず
るに果を以てし、遂
つひ
に車に滿ちて歸る。
　美男の潘岳を見て婦人が取り囲み、果物を投げた（求愛の表現）という故事である。
７の「玉車」「爭晚入」はよく分からないが、果物が潘岳の車に満ちたというもとの
故事からすると、「玉車」は潘岳の如き美男たちの車の美称ということになろう。「爭
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晚入」については、町にくり出すと解するものもあるが（12）、これももとの故事の「出
0
洛陽道」「滿車而歸
0
」の表現との対比からすると、夕暮れになって急いで帰ってくる
ことを表現したものと解すべきであろうか。
③梁・庾肩吾「洛陽道」
１徼道臨河曲　　徼
けうだう
道　河曲に臨み
２層城傍洛川　　層城　洛川に傍ふ
３金門纔出柳　　金門　纔
わづ
かに柳を出だし
４桐井半含泉　　桐井　半ば泉を含む
５日起罘 外　　日は起く　罘
　 ふ　し
の外
６車迴雙闕前　　車は迴
めぐ
る　雙闕の前
７潘生時未返　　潘生　時に未だ返らず
８遙心徒眷然　　遙
えうしん
心　徒
いたづ
らに眷
けんぜん
然たり
　１の「徼道」は巡視のための道。班固「西都賦」（『文選』巻１）・張衡「西京賦」（同
巻２）や漢の長安城内の柏梁台でその落成を祝って作られたという「柏梁臺聯句」（『藝
文類聚』巻56）などに見える語で、長安の方と結びつきが強いことばといえる。同じ
く都ということで用いたのであろうが、実際に洛陽を見たことがないので、洛陽かど
うかをあまり気にせずに用いたという面もあるかもしれない。「河曲」、河のほとりの
意であるが、ここでは黄河のほとりを指していよう。山西の黄河の曲がる辺りの地名
（固有名詞）にもなっているが、洛陽からはかなり離れている。固有名詞として用い
たのであれば、やはり実際の地理をあまり意識せずに用いたのであろう。２の「層城」
は本来、仙山崑崙山の最も高い部分を指すことばであるが、ここでは仙境のニュアン
スを留めながら、文字通り重なり合った洛陽城の城壁のことを表現したものでろう。
「洛川」は洛水（洛河）。漢魏の洛陽城は黄河の南、洛水の北岸にあった。冒頭の２句
は洛陽城の位置を表現している。
　３・４、「金門」は河南にこの地名があり、また漢の長安城の未央宮内にあった金
馬門の略称としても用いられるが（⑧―１参照）、ここでは「桐井」（桐の植えられた
井戸）と対になっており、黄金造りの豪華な門を指す普通名詞と解してよいであろう。
桐と井戸は、魏の明帝の「猛虎行」（『初學記』巻７）に「雙桐　空井に生じ、枝葉　
自
おの
づから相ひ加ふ（雙桐生空井、枝葉自相加）」の句があるように、古くからしばし
ば組み合わせて詠じられる。「半含泉」はよく分からないが、井戸に泉（小川）の水
が流れ込んでいることをいうか。
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　５・６、「日起」は朝日が登ること。「罘 」は宮門の中の屏（塀）をいう。網の意
味で用いられることもあるが誤用とされる。梁の王僧孺の「贈顧倉曹詩」（『藝文類聚』
巻31）に「曖曖たり　罘 の下、相ひ望みて　畫垣を隔つ（曖曖罘 下、相望隔畫垣）」
と用いられており、これも直前の句に「洛陽　十二門、樓闕　西崑に似たり（洛陽
十二門、樓闕似西崑）」とあるように、洛陽に関して用いられた例。「雙闕」は宮門の
両側に建てる物見台。張衡「西京賦」（前出）や左思「魏都賦」（『文選』巻６）にも
用いられていて、特に洛陽と結びつくことばではないが、当然ながら洛陽に関しても
用いられており、「古詩十九首」其三（『文選』巻29）に「兩宮　遙かに相ひ望み、雙
闕　百餘尺（兩宮遙相望、雙闕百餘尺）」というのはその例。「車迴」は車の往来の激
しさを表現したものか。
　３～６の中間四句は、洛陽の市街や宮殿の様子を主に描いているようである。
　７・８は潘岳の故事を用いる。②参照。「遙心」は遥かなる思い。「眷然」は心惹か
れて顧みる形容。男の帰りを待つことを詠じており、女性の姿を描いた結びといえる。
④梁・元帝「洛陽道」
１洛陽開大道　　洛陽　大道を開き
２城北達城西　　城北より　城西に達す
３靑槐隨幔拂　　靑槐　幔
とばり
に隨ひて拂
はら
ひ
４綠柳逐風低　　綠柳　風を逐
お
ひて低
た
る
５玉珂鳴戰馬　　玉珂　鳴
めいせん
戰の馬
６金爪鬭場雞　　金爪　鬭場の雞
にはとり
７桑萎日行暮　　桑萎
な
えて　日行くゆく暮れ
８多逢秦氏妻　　多く逢ふ　秦氏の妻に
　１・２は洛陽の町の北から西に延びた道の描写。３・４は植物による対句、３には
とばりが詠じられ、家屋も描写されていることになる。
　５「玉珂」は玉で作られた馬のくつわの飾り。貴人の馬を表現するのによく用いら
れる。下三字は分かりにくいが、対句からすると「鳴戰」でまとまるのであろう。そ
の玉珂が戦
ふる
えて鳴
な
ることをいうか。６は闘鶏の表現。「金爪」は戦うために金属で覆
われた鶏の爪を指すのであろう。「鬭場」は闘鶏場。なお、遊侠少年を描いた張華の「輕
薄篇」（『樂府詩集』巻67）に「文軒　羽蓋を樹
た
て、乘馬　玉珂を鳴らす（文軒樹羽蓋、
乘馬鳴玉珂）」の句があり、また、同じく遊侠少年を描き、洛陽にも関連する曹植の「名
都篇」（前出）に「雞を鬭
たたか
はす　東郊の道、馬を走らす　長楸の間（鬭雞東郊道、走
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馬長楸間）」の句があるように、はっきりと描かれてはいないが、この２句は遊侠少
年を詠じたものと思われる。
　７・８は、日が暮れて桑の葉がしぼむ頃、桑摘みの娘たちが家に帰るのに逢うとい
うのであろう。桑摘みの女性については②参照。ここでは「秦氏妻」といっており、
明らかにの秦羅敷の故事を用いる。
⑤梁・車
　しゃそう
「洛陽道」
１洛陽道八達　　洛陽　道は八達
２洛陽城九重　　洛陽　城は九重
３重關如隱起　　重
ちよう
關
くわん
　隱
いん
起
き
の如く
４雙闕似芙蓉　　雙闕　芙蓉に似たり
５王孫重行樂　　王孫　重
かさ
ねて行樂し
６公子好遊從　　公子　好んで遊
いう
從
じゆう
す
７別有傾人處　　別に有り　人を傾くるの處
８佳麗夜相逢　　佳麗　夜に相ひ逢ふ
　１・２、数字を用いた対句で洛陽の街路と城を描き、洛陽の規模の大きさを表現し
たもののようである。「八達」は八方へ通じる道、「九重」は幾重にも重なり合った城
をいう。続く３・４は城門の描写のようである。「重關」はしっかり閉ざされた門の
こと。「隱起」は器物の上に刻まれるくぼんだ文字や紋様。「雙闕」は門の両側の建物。
③参照。「芙蓉」はハスの花をいう。くぼんだ文字やハスの花がどのような状態の比
喩であるのかはよく分からない。
　５・６は洛陽で遊び楽しむ王孫・公子の様子を詠じる。「王孫」は諸王の孫、「公子」
は貴族の子、ここではいずれも貴公子すなわち他の詩に詠じられる遊侠少年を指して
いよう（13）。「行樂」は出かけて楽しむこと、「遊從」は連れだって出かけること。
　結びの２句はやはり美女が登場して終わる。「別有」というのは、貴公子たちが
昼間遊ぶ場所のほかに、ということであろう。「傾人」、人が集まるの意か。「佳麗」、
①・②にも見えたが、下の「夜相逢」からして、ここでは美女の意味でなければな
るまい。
⑥陳・張正見「洛陽道」
１曾城啓旦扉　　曾城　旦扉を啓
ひら
き
２上路落春暉　　上路に　春
しゆん
暉
き
落つ
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３柳影緣溝合　　柳影　溝に緣
よ
りて合し
４槐花夾岸飛　　槐花　岸を夾
はさ
んで飛ぶ
５蘇合彈珠罷　　蘇合　珠
たま
を彈
はじ
き罷
を
はり
６黃間負翳歸　　黃間　翳
おほひ
を負ひて歸る
７紅塵暮不息　　紅塵　暮れに息
や
まず
８相看連騎稀　　相看る　連騎の稀
まれ
なるを
　１・２、「曾城」は層城（③参照）に同じ。幾重にも重なった城。「上路」は道をいう。「春
暉」は春の日の光。冒頭の２句は、朝に城門が開かれ、道を春の日射しが照らす洛陽
城の様子を詠じる。続く３・４は、植物による対句。お堀の水に柳が影を落とし、両
岸の槐が花を飛ばす様子を詠じる。
　５・６、「蘇合」は香料の名。これをはじき弓の弾に塗ることによって殺傷能力を
高めるという。古楽府「烏生」（『樂府詩集』巻28）に「秦氏の家に　遊
いうがう
遨の蕩子有り、
工
たく
みに睢
すいよう
陽の彊
ゆみ
と蘇合の彈
たま
を用ふ（秦氏家有遊遨蕩子、工用睢陽彊蘇合彈）」と見え
ている。「黃間」は弩（石弓）、またその部分の名。「翳」、ここでは射の時に身を隠す「た
て」をいうのであろう。この２句は、狩猟を終えて帰る様子を詠じたもののようであ
り、はじき弓や石弓を持っていることからして、この登場人物は遊侠少年であると思
われる。
　７・８、「紅塵」は繁華な地に起こるちり、雑踏の塵埃。「暮不息」は夕方になって
もそれが収まらないこと、すなわち車馬の往来が絶えないことをいう。「連騎」は馬
を並べて進むこと。雑踏が収まらないといいながら、馬を連ねるのを見るのがまれと
いうのはよく分からないが、他の「洛陽道」の例から推せば、昼間は徒党を組んで遊
んでいた遊侠少年たちが、夕暮れになるとそれぞれの馴染みの美女のところに出かけ
ていくので、個別に行動するようになるということであろうか。
⑦陳後主「洛陽道五首」
　⑦―１（其一）
１諠譁照邑里　　諠
けんくわ
譁　邑里を照らし
２遨遊出洛京　　遨遊　洛京に出づ
３霜枝嫩柳發　　霜枝　嫩
どんりう
柳發し
４水塹薄笞生　　水
すいざん
塹　薄笞生ず
５停鞭回去影　　鞭を停めて　去影を回
めぐ
らし
６駐軸敞前甍　　軸
ぢく
を駐めて　前
ぜんばう
甍を敞
あらは
す
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７臺上經相識　　臺上　經
かつ
て相識り
８城下屢逢迎　　城下　屢
しば
しば逢迎す
９踟躕還借問　　踟
ち
躕
ちゆ
し　還
ま
た借
しやもん
問す
10只重未知名　　只
ただ
重んず　未だ名を知られざるを
　１・２、「諠譁」は「喧嘩」に同じ、にぎやか、騒ぐの意。「邑里」は村里。はっき
りとは書かれていないが、この詩もやはり遊侠少年を主人公とした作のようであり、
その出身の村里をいうのであろう（14）。その郷里を「諠譁」が「照らす」というのは、
村の中でやかましさが目立っていることをいうのであろうか。「遨遊」は遊び楽しむ
こと。「出洛京」、洛陽を出るとも解せるが、ここでは郷里を出て洛陽に行くことであ
ろう。遊侠少年が洛陽にくり出す様子を描いた冒頭の２句である。
　３・４、植物による対句で風景と季節（初春）を描写する。霜の残る柳の枝には柔
らかな若葉が芽生え、水をたたえた堀には薄く苔が生え始める。
　５・６は遊侠少年の行動の描写のようだが、よく分からない。「停鞭」はむち打つ
のを止めて馬を停めること、「去影」は去
ゆ
く影、恐らく４で詠じられた堀に映る自分
の影をいうのであろう。それを「回らす」というのは、進む方向を変えることか。前
の２句に詠じられた都の春景色を眺めるのに、馬の向きを変えて歩き回るのであろ
う。「駐軸」は車軸を駐める、すなわち停車すること。「敞」は高い、あるいはあらわ
すの意。「前甍」は用例の見当たらない言葉だが、都市を詠じた詩文にしばしば高い
「甍」（＝屋根、棟）が詠じられていることからすると、前方に見える屋根のことであ
ろうか。次の句の「臺」の屋根かもしれない。車を停めてそれを「敞
あらは
」すというのは、
車を停めてよく見えるようにしてじっくり見上げるということと解しておいた。
　７・８、人との出会いを詠ずる。「臺」は楼台、高い建物。「經」、ここでは対句か
らして「かつて」の意の副詞。台上でかつて知り合ったというのは、酒楼ででも知り
合いになったのであろう。「逢迎」は出迎えること。その知り合いが、洛陽城に来た
時にはしばしば出迎えてくれるというのであろう。男の知り合いとも解しうるが、他
の「洛陽道」の例や次の其二に女性が登場していることからすると、女性と解すべき
であろう。酒楼で知り合ったとすれば、馴染みの妓女といったところかもしれない。
妓女であるとすれば、他の詩に登場する桑摘みをする女性とはやや異なる人物像のよ
うにも見えるが、例えば先に引いた「日出東南隅行」（前出）に登場する秦羅敷に自
慢の高貴な夫がおり、同じく先に引いた梁の武帝の「河中之水歌」（前出）に登場す
る莫愁が富豪の家に嫁いでいるように、桑摘みをしているからといって、農作業に追
われる庶民の娘とは限らないようである。桑摘みは恐らく、妓女も含んだ当時の女性
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がすべからく身につけておくべき嗜みのようなものなのではないだろうか。
　結びの２句、「踟躕」はためらう、「借問」は尋ねる。女性にためらいながら尋ねる
というのであろう。10は尋ねた内容とも女性の答えとも解しうるが、いずれにせよ、
その女性が、まだ名前が知られていない人物、すなわちこの遊侠少年を重んじるとい
うことであろう。中国古典詩に登場する遊侠少年は、しばしば後に戦場で手柄を立て
る人物として描かれる（15）。まだ名を上げていないので、少年はためらいながら尋ね
るが、女性の方は手柄をたてていない主人公を愛している、という結びと解しておい
た。
　⑦―２（其二）
１日光朝杲杲　　日光　朝
あした
に杲
かうかう
杲として
２照耀東京道　　照
せうえう
耀す　東京の道
３霧帶城樓開　　霧帶びて　城樓開き
４啼侵曙色早　　啼侵して　曙色早し
５佳麗嬌南陌　　佳麗　南陌に嬌
けう
たり
６香氣含風好　　香氣　風を含んで好し
７自憐釵上纓　　自
みづか
ら憐れむ　釵上の纓
８不歎河邊草　　歎かず　河邊の草
　１・２、朝日を浴びて輝く洛陽の道の描写。「杲杲」は明るい形容。
　３・４は朝の洛陽城の描写。「霧帶」、朝霧が「城樓」のあたりに立ちこめることを
「帶」と表現したものであろう。「城樓」は城壁に設けられた高殿。朝になってその扉
が開かれることをいうと思われる。「啼」は鳴くこと。早朝の描写なので、鳥の鳴き
声と思われる。「侵」、朝早くから鳴くことを「侵」と表現したものであろう。「曙色」
は朝の景色、まだ早朝なので「早」というのであろう。
　５・６は女性の描写、先に挙げた梁の武帝の「河中之水歌」（前出）にも「十四に
して桑を采る　南陌の頭」と詠じられていたほか、沈約の「臨高臺」（『文苑英華』巻
210）に「思ふ所は　竟
つひ
に何
いづ
くにか在る、洛陽　南陌の頭（所思竟何在、洛陽南陌頭）」と、
洛陽の「南陌」が女性のいる場所として描かれ、また、梁の沈君攸（同巻208）の「採桑」
には「南陌　落花移り、蠶妾　桑の萎
しお
るるを畏
おそ
る（南陌落花移、蠶妾畏桑萎）」と、「南
陌」が桑摘みの女性がいる場所として描かれている。これらを踏まえた表現であろう。
６はその美女の香りが風に乗って漂うことを表現したものか。
　７、「釵上纓」は用例がなくよく分からないが、古く『儀禮』士昏禮に、許嫁がい
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る婦人がそのことを表すために結ぶ飾り紐を「纓」ということが見えていることから
すると、約束した男性がいる自分をうれしく思うの意であろう。８は、「古詩十九首」
其二（『文選』巻29）冒頭の有名な句「靑靑たり　河畔の草、鬱鬱たり　園中の柳（靑
靑河畔草、鬱鬱園中柳）」を踏まえた表現。古詩は旅に出たまま帰らぬ夫を待つ妻を
詠ずるものであり、ここで「歎かず」というのは、愛する人がそばにいるため嘆かず
ともよいというのであろう。この相手は、この詩にははっきりとは描かれていないが、
其一に描かれていた遊侠少年であると思われる。
　⑦―３（其三）
１建都開洛汭　　建都　洛
らくぜい
汭を開き
２中地乃城陽　　中地　乃ち城陽
３縱橫肆八達　　縱橫　八達を 肆
ほしいまま
にし
４左右闢康莊　　左右　康莊を闢
ひら
く
５銅溝飛柳絮　　銅溝　柳絮を飛ばし
６金谷落花光　　金谷　花光を落とす
７忘情伊水側　　情を忘る　伊水の側
８稅駕河橋傍　　駕を稅
と
く　河橋の傍
かたは
ら
　１・２は洛陽の地を表現したもの。洛汭は洛水が黄河に入る場所を指すもので、こ
こでは洛陽の都が洛水のほとりに建てられたことを表現したものであろう。「中地」
は中央の地、「城陽」はこの地名が河南を含む各地に残されているが、この場合は洛
陽城の陽
みなみ
を指すものであろうか。続く２句は四方八方に延びる洛陽の大道の描写。「康
莊」、康は五達の道、莊は六達の道をいう。
　次の２句は春の洛陽城の風景描写。５の「銅溝」は銅で鋳造された溝、呉王夫差が
その宮中に銅溝を造ったといわれる（『太平御覽』巻178等に引く『述異記』）。洛陽に
関する故事ではないが、都ということで用いたものか。あるいは次の句の「金谷」と
重複しないよう「金溝」を「銅溝」と言い換えた可能性もある。晋の王濟が洛陽に馬
埒（馬場）を造り、銭を編んでその周囲にめぐらし、これが「金溝」と呼ばれたとい
う故事がある（『世說新語』汰侈等）。「柳絮」は柳の綿毛。春の風物詩である。６は
晋の石崇が洛陽の郊外に金谷園を造ったという故事（『晉書』石崇傳等）に基づく。
　結びの２句は、この詩の語り手の心情を詠じた表現。７「情を忘る」は、感情を忘
れ去ること。「伊水」は洛陽の南側を流れ洛水に注ぐ川の名前。その「側」で情を忘
れるというのはよく分からないが、後の句とのつながりを考えれば、故郷から洛陽の
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付近まで出てくると、家に残した家族（特に妻）を思う気持ちなど忘れてしまうとい
うことをいうか。「稅駕」は車につけた馬を解き放つこと、さらに人が落ち着くこと
や旅人が休息することを意味する。「河橋」、橋という普通名詞の用法もあるが、ここ
では伊水と対になっており、また後の⑧―２・⑪の例でも固有名詞と対になっている
ので、洛陽付近の黄河に作られた橋を指す固有名詞と思われる。この橋は晋の杜預の
提案によって作られたもので、『晉書』杜預伝に「預　又
また
孟津渡の險にして、覆沒の
患
うれ
ひ有るを以て、河橋を富平津に建てんことを請ふ（預又以孟津渡險、有覆沒之患、
請建河橋于富平津）」という。その傍らに車をとどめるということで、河橋のそばに
落ち着き場所を決めたということであろう。梁の吳均の「去妾贈前夫詩」（『玉臺新詠』
巻６）に「棄妾　河橋に在り、相ひ思ひ　復た相ひ遼
はる
かなり（棄妾在河橋、相思復相遼）」
と、棄てられた女性ではあるが、女性がいる場所として「河橋」の語が設定されてい
る。この例から考えれば、「河橋の傍ら」に落ち着いたというのは、其一・其二に詠
じられた洛陽の美女のもとに落ち着いたということであろうか。
　⑦―４（其四）
１百尺瞰金埒　　百尺　金
きんらつ
埒を瞰
かん
し
２九衢通玉堂　　九衢　玉堂に通ず
３柳花塵裏暗　　柳花　塵裏に暗く
４槐色露中光　　槐色　露中に光
かがや
く
５游俠幽 客　　游俠　幽
　いうへい
の客
６當壚京兆粧　　當
たう
壚
ろ
　京
けいてう
兆の粧
７向夕風煙晚　　夕
ゆふ
べに向かひて　風煙晚
く
れ
８金羈滿洛陽　　金
きん
羈
き
　洛陽に滿つ
　冒頭の２句は洛陽城の描写。１「百尺」は下の表現からして、百尺の高さの楼閣を
いうのであろう。「瞰」は鳥瞰・俯瞰の瞰、上から下を見下ろすこと。「金埒」は７―
③で触れた晋の王濟が洛京に馬埒を築いた故事を指す。２「九衢」は四方八方に通ず
る大通り、「玉堂」は玉で出来た宮殿、漢の長安城にこの名の宮殿があり、文学の士
の待詔する場所であった。洛陽を知らないこともあって、あまり気にせずに用いたの
かもしれない。
　続く３・４は、植物を用いた対句によって洛陽の街を描写する。雑踏の塵に柳絮が
混じって薄暗く、露の降りた槐が輝いている様子を描く。
　続く５・６で、遊侠少年と美女が登場する。「幽 」は幽州（河北）と 州（山西）、
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曹植の「白馬篇」（『文選』巻27）に「借問す　誰が家の子ぞ、幽 　遊俠の兒（借問
誰家子、幽 遊俠兒）」と詠じられて以来、遊侠少年の出身地として、詩の中にしば
しば登場する地名である。「當壚」は酒場の店番をすること。漢の司馬相如の妻・卓
文君が家計を支えるために酒場で働いたという有名な故事（『史記』司馬相如傳等）
に基づく表現。この女性が酒場の女性であるということは、其一で妓女を思わせる描
写があったことと呼応していよう。「京兆」は京兆尹のこと、あるいは長安の異称。
漢の武帝の時、関内の地を京兆尹・左馮翊・右扶風の三輔に分けて管轄させたことに
基づく。ここで「京兆粧」というのは、漢の京兆尹であった張敞が、妻のために眉を
描いてやったという故事（『漢書』張敞傳）に基づいていよう。長安に関する故事で
あるが、やはりあまり厳密に考えずに用いたのであろう。
　結びの２句、夕方になって景色が暮れかかる中、帰路を急ぐ遊侠少年を詠じている
ようだ。「金羈」は、曹植の「白馬篇」（前出）に「白馬　金羈を飾り、連翩として　
西北に馳す（白馬飾金羈、連翩西北馳）」と詠じられて以来、遊侠少年の豪華な馬を
表現するのに用いられる常套的表現。
　⑦―５（其五）
１青槐夾馳道　　青槐　馳道を夾み
２御水映銅溝　　御水　銅溝に映ず
３遠望凌霄闕　　遠く望む　凌
りよう
霄
せう
の闕
４遙看井榦樓　　遙かに看る　井榦の樓
５黃金彈俠少　　黃金　俠少彈
はじ
き
６朱輪盛徹侯　　朱輪　徹
てつこう
侯盛んなり
７桃花雜渡馬　　桃花　馬を渡すに雜
ま
じり
８紛披聚陌頭　　紛
ふん
披
ぴ
として　陌頭に聚
あつ
まる
　１～４は、洛陽城の描写。１・２は近景、３・４は遠景。１「馳道」は本来天子の
通る道、後に車馬の通る広い道をいう。２「御水」は宮中のお堀の水、「銅溝」は⑦
―３に見えた。３「凌霄」は空を凌ぐ、非常に高いことの喩え。４「井榦（幹）」は
いげた、「井榦樓」で井桁のように組み上げた楼閣。漢の武帝が長安に「井幹樓」を
建てたことが『史記』封禪書・『漢書』郊祀志下等に見える。長安の建物であるが、
あまり厳密に考えられていないのだろう。
　続く５・６、故事を用いた表現。前の句は漢の韓嫣が弾を好み、黄金でその弾丸を作っ
て射ったという故事（『西京雜記』巻下）に基づく。この故事の舞台も長安であるが、
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洛陽の描写に用いている。後の句、「朱輪」は漢代に貴顕の人が車輪を朱塗りにした
こと（『史記』陳餘傳等）に基づく。「徹侯」は諸侯のこと、天子の一族以外で功績が
王室に通じる者をいう。５は洛陽の街の遊侠少年を表現したもの、６は同じく遊侠少
年を詠じたとも、洛陽の街路を往来する顕臣を詠じたとも解釈できそうだが、７・８
とのつながりから前者で解しておいた。
　末尾の２句、「桃花」は桃の花（桃李については、後の⑩を参照）。馬の模様に桃花
馬があり、下の「渡馬」の縁語ともなっている。「渡馬」は川・橋などで馬を渡すこ
とに用いられるようだ。ここでは洛陽の道を歩くことをこのように表現したものか。
「紛披」は多いこと、乱れることなどの形容。ここでは散った桃の花びらが多いこと
をいうのであろう。「聚陌頭」は、それが道ばたに溜まっていることをいう。春の遊
侠少年を描写した２句であろう。
　なお、この詩には女性が登場しない。
　この連作の作者は陳の後主・陳叔寶であり、彼は隋軍に捕らえられて北方に移送さ
れ、洛陽で没している（『陳書』後主本紀）。六朝の「洛陽道」の作者の中で、唯一洛
陽を実見したことがはっきりしている人物であるが、長安に関する地名や故事を用い
ている点からして、この連作は実際に洛陽を体験する前に詠じられたものと考えてよ
いのではないだろうか。
　なお、この５首は、それぞれ個別に作られたものが、同じ楽府題ということで後に
ひとまとめにされたとも考えられるが、一応連作として解釈しておいた。連作と考え
れば、其一は遊侠少年が故郷から自分を愛してくれる洛陽の女性のもとへと行く発端
の場面（末尾は遊侠少年の回想と解せよう）～其二は洛陽の街で女性が遊侠少年を待っ
ている場面～其三は遊侠少年が女性の所に落ち着く場面～其四は洛陽で行楽を楽しん
だ遊侠少年が日暮れに女性の家に帰る場面～其五は輝かしい洛陽の街を満喫する遊侠
少年を描いた結びの場面というような大まかな流れがあるように思われる。
⑧陳・徐陵「洛陽道二首」
　⑧―１（其一）
１綠柳三春暗　　綠柳　三春暗く
２紅塵百戲多　　紅塵　百戲多し
３東門向金馬　　東門　金馬に向かひ
４南陌接銅駝　　南陌　銅
どう
駝
だ
に接す
５華軒翼葆吹　　華軒　葆
ほうすい
吹翼
たす
け
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６飛蓋響鳴珂　　飛蓋　鳴珂響く
７潘郎車欲滿　　潘郎　車滿ちんと欲し
８無奈擲花何　　花を擲
なげう
つを奈
い か ん
何ともする無し
　冒頭２句は季節感を伴った都市空間の描写。１「三春」は春の三ヶ月間。２「紅塵」
は⑥参照。「百戲」はさまざまな見せ物。曲芸や手品・芝居等を指す。
　続く３・４は洛陽城内の代表的な景物を描写する。３「東門」、漢魏洛陽城の東側
には北から上東門・中東門・旄
ぼうもん
門（耗
こう
門）の３門があった。『文選』にも収められる
「古詩十九首」其十三（『文選』巻29。注４参照）や阮籍「詠懷詩十七首」其十（同
巻23）には上東門が詠じられており、他の２門は詩に詠じられた例がないようであ
るから、ここでも上東門を指すか。「金馬」は漢代長安の未央宮にあった門の名。⑦
―４で触れた「玉堂」とともに、文学の士が待詔する場所として知られていた。門
のそばに馬の銅像があったので、金馬門と呼ばれるようになったという（『史記』東
方朔傳等）。長安城の門であるが、後に見るように陸機の『洛陽記』に引く俗諺には
次の「銅駝」と対にして用いられている。漢魏の洛陽城にも金馬門に比すべき場所
があったためこの俗諺が生まれたものであろうか。４「南陌」は⑦―２参照。ただ
しこの詩では女性は末尾に登場するので、ここは特に女性と関わる訳ではなかろう。
「銅駝」は漢魏洛陽城内の大道の両側にあった２体の銅製の駱駝像。この像によって
この大道は銅駝街と呼ばれた。陸機の『洛陽記』（『太平寰宇記』巻３所引）に次の
ような記述がある。
　漢鑄銅駝二枚、在宮南。四會號頭、夾路相對。俗語曰、金馬門外聚羣賢、銅駝陌上
集少年。言人物之盛也。
　漢　銅駝二枚を鑄し、宮の南に在り。四會號頭、路を夾みて相對す。俗語に曰く、
金馬門外　羣賢聚
あつ
まり、銅駝陌上　少年集
つど
ふ、と。人物の盛んなるを言ふなり。
徐陵はこの『洛陽記』の記載に基づいて詠じたのかもしれない。
　続く５・６は立派な車を詠じた２句。「華軒」、軒は貴人の乗る立派な車、「華軒」
で車の美称。「葆吹」、葆は羽根飾り、「葆吹」で羽根飾りを付けた吹奏楽器。車を進
める時に伴う演奏を描写した句のようである。「飛蓋」は車に立てる衣笠。車を指し
ている。「鳴珂」は④「玉珂」参照。
　結びの２句は潘岳の故事を用いる。５・６に描写された車に潘岳のごとき貴公子が
乗っているというのであろう。もう車がほとんど一杯になっていて、花を投げたいが
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どうしようもないという女性の側からの感慨を述べて結んでいる。
　⑧―２（其二）
１洛陽馳道上　　洛陽　馳道の上
ほとり
２春日起塵埃　　春日　塵埃起こる
３濯龍望如霧　　濯
たく
龍
りゆう
　望めば霧の如く
４河橋渡似雷　　河橋　渡れば雷に似たり
５聞珂知馬蹀　　珂を聞きて　馬の蹀
ふ
むを知り
６傍幰見甍開　　幰
けん
に傍ひて　甍
いらか
の開くを見る
７相看不得語　　相ひ看て　語るを得ざるも
８密意眼中來　　密意　眼中より來たる
　冒頭の２句、季節と場所の設定。春の洛陽の大通りに塵が舞い上がる。すなわち往
来が激しいことをいうのであろう。３・４は洛陽にちなんだ固有名詞を用いて、さら
に詳しく描写する。３「濯龍」は漢魏洛陽城内にあった園の名。ここに厩があって馬
を飼っていたようであり、濯龍池という池や濯龍宮という宮殿、また濯龍門という門
もあったようだ。文学作品の例としては、張衡の「東京賦」（『文選』巻３）では池の
名として登場し、その薛綜注に引く『洛陽圖經』に「故歌に曰く、濯龍　望めば海の
如く、河橋　渡れば雷に似たり（故歌曰、濯龍望如海、河橋渡似雷）」という。徐陵
はこの故歌に基づいて詠じたのであろう。「如霧」は、前の句を承けて、土ぼこりで
よく見えないというのであろう。４「河橋」は⑦―３参照。雷は、車の音の大きさの
比喩としてよく用いられる。ここでもやはり往来が激しいことを雷に喩えたものであ
ろう。
　続く２句は、１～４を承けて車に乗った人物の描写。５「珂」は④「玉珂」参照。
前の詩にも「鳴珂」の語が見えた。「蹀」はふむ、小走りに歩むこと。６「幰」は貴
人の車のとばり、ほろ。「甍」は屋根のことであろう。⑦―１「前甍」参照。それが「開
く」のを見るというのは、幌に近づいたため広々と見えることをいうか。
　末尾の２句は、前の句に登場した貴公子に女性を配した結び。見つめ合うだけで話
はできないが、秘めた思いが視線に込められているという。
⑨陳・陳
ちんけん
暄「洛陽道」
１洛陽九逵上　　洛陽　九
きう
逵
き
の上
２羅綺四時春　　羅綺　四時春なり
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３路傍避驄馬　　路傍　驄
そう
馬
ば
を避け
４車中看玉人　　車中　玉人を看る
５鎭西歌艷曲　　鎭西　艷曲を歌ひ
６臨淄逢麗神　　臨
りん
淄
し
　麗神に逢ふ
７欲知雙璧價　　知らんと欲す　雙璧の價
あたひ
８潘夏正連茵　　潘夏　正に茵
しとね
を連
つら
ぬ
　冒頭の２句は舞台設定。「九逵」は四方に通ずる都市の道路。⑦―４「九衢」とほ
ぼ同じ。「羅綺」はうすぎぬとあやぎぬ、すなわち美しく着飾った美女をいう。
　３～６は故事を用いた句を連ねて洛陽を描写する。３は、後漢の桓典が侍御史とな
り、都洛陽の人々が驄馬に乗った桓典を恐れて「行き行きて且つ止まれ、驄馬御史を
避けよ（行行且止、避驄馬御史）」といったという故事（『後漢書』桓典傳）を用いる。
４は、容姿の美しかった晋の衞玠が羊車に乗って市へ行くと、都じゅうの人が「玉人」
だといって見物に来たという故事（『晉書』衞玠傳）を用いる。５の基づくところは
よく分からないが、晋の謝鎮西（謝尚）が市中の仏国門楼の上で琵琶を弾きながら「大
道曲」を歌ったという故事（『藝文類聚』巻44・70や『太平御覽』巻583・795等に引く『語
林』）を用いたものか。ただし、謝尚は東晋の人であり、この話の舞台は洛陽ではない。
６は曹植が洛水のほとりで神女に出会い、「洛神賦」を作ったという故事（「洛神賦序」）
に基づく。「臨淄」は曹植がかつて臨淄侯であったことからいう。ただ、この賦を作っ
た時にはすでに移封されていた。
　末尾の２句は潘岳と夏
か
侯
こう
湛
たん
の故事に基づく。『晉書』夏侯湛伝に「潘岳と友とし善
し。行止する每
ごと
に輿を同じうし茵を接し、京都　之を連璧と謂ふ（與潘岳友善。每行
止同輿接茵、京都謂之連璧）」とあり、容姿の美しかった夏侯湛は、やはり美男で有
名な潘岳と仲がよく、出かける時には同じ車に敷物を連ねて乗っていたため、都で「連
璧」（連なった璧玉）と称されたという。「雙璧」は「連璧」に同じ。「茵」はしとね、
車の敷物。値を知りたいというのは、女性の立場から、評判の美しい男性を見て値踏
みしてみたいということであろう。
⑩陳・岑之敬「洛陽道」
１喧喧洛水濱　　喧
けんけん
喧たり　洛水の濱
２鬱鬱小平津　　鬱鬱たり　小
せうへい
平の津
３路傍桃李節　　路傍　桃李の節
４陌上採桑春　　陌上　採桑の春
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５聚車看衞玠　　車を聚
あつ
めて　衞
ゑい
玠
かい
を看
６連手望安仁　　手を連ねて　安仁を望む
７復有能留客　　復た　能く客を留むる有り
８莫愁嬌態新　　莫
ばくしう
愁　嬌態新たなり
　冒頭２句は風景を描写するとともに洛陽の位置を大まかにとらえる。１「喧喧」は
にぎやかな形容。他の詩の例から推せば、繁華で往来が激しいことをいうのであろう。
「洛水」は③「洛川」参照。２「鬱鬱」は樹木が茂ることや、ものが盛んであること
の形容に用いられる。「小平津」は地名、漢魏洛陽城の北東、黄河の南岸近くにある。
漢の霊帝が黄巾の賊に備えるために築いた八関の一つ。それが「鬱鬱」というのは、
やはり交通が盛んなことを形容したものか。「古詩十九首」其三（前出）に「洛中　
何ぞ鬱鬱たる、冠帶　自ら相ひ索
もと
む（洛中何鬱鬱、冠帶自相索）」とあるのも、洛陽
における貴人の往来の盛んな様子を表現したものである。
　３・４は植物の対による季節の表現であると同時に、女性が登場する。「桃李」は
宋子侯の「董嬌饒詩」（前出）に「洛陽　城東の路、桃李　路傍に生ず」に基づく表
現であろう。「陌上」での「採桑」については⑦―２「南陌」を参照。また②で挙げた「日
出東南隅行」（前出）は別名「陌上桑」と呼ばれる。
　５・６は故事を用いて美貌の青年を描写した２句。５は⑨で引いた衞玠の故事、６
は②で引いた潘岳の故事を用いる（安仁は潘岳の字）。
　結びの２句は、客（美貌の青年）を留める美女を詠じる。梁の武帝の「河中之水歌」
（前出）の主人公莫愁の名を用いている（②参照）。武帝の詩では莫愁は人妻であるが、
ここでは「能く客を留む」とされており、妓女として描かれているようである。桑摘
みの女性が農民の娘とは限らないことについては、⑦―１参照。「嬌態」はなまめか
しい態度。
⑪陳・江總「洛陽道二首」
　⑪―１（其一）
１德陽穿洛水　　德陽　洛水を穿
うが
ち
２伊闕邇河橋　　伊闕　河橋に邇
ちか
し
３仙舟李膺棹　　仙舟　李
り
膺
よう
の棹
４小馬王戎鑣　　小馬　王
わう
戎
じゆう
の鑣
くつわ
５杏堂歌吹合　　杏堂　歌吹合し
６槐路風塵饒　　槐路　風塵饒
ゆた
かなり
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７綠珠含淚舞　　綠
りよく
珠
しゆ
　淚を含んで舞ひ
８孫秀彊相邀　　孫秀　彊
し
ひて相ひ邀
むか
ふ
　冒頭の２句、洛陽の位置を大づかみに表現する。１「德陽」は漢魏洛陽城北宮内にあっ
た宮殿の名。「洛水」は③「洛川」参照。２「伊闕」は⑩の「小平津」と同じく漢の
霊帝が黄巾の賊に備えるために築いた八関の一つ。これは洛陽城の南西にあった。「河
橋」は⑦―３参照。洛陽の西北にあったようであり、伊闕と場所が異なるが、恐らく
実際の洛陽を知らない作者は、あまり意に介していないのであろう。
　続く２句は洛陽に関する故事を用いた表現。３は後漢の李膺と郭太（泰）の故事に
基づく。『後漢書』郭太伝によれば、郭太は河南尹であった李膺に認められ親しくなっ
たことで京師にその名をとどろかせ、郷里に帰る時、河上に車数千台を連ねた儒者が
見送る中、李膺と郭太の乗った舟が渡ってゆくと、人々は神仙かと思ったという。４
は晋の王戎の故事。『晉書』王戎伝によれば、王戎は司徒となったが、小さな馬に乗っ
て通用門から出かけたため、誰もそれが三公であると気付かなかったという。
　続く５・６は、植物を用いた対によって洛陽の街の繁華ぶりを描写した２句。５「杏
堂」は他に用例の見えないことばだが、普通名詞の「槐路」と対になっていることか
らすると、アンズの植えられた堂をいうか。「歌吹」は歌と吹奏楽。歌と伴奏が「合」
してにぎやかだというのであろう。６「槐路」はエンジュの植えられた街路。「風塵」
は風に舞う塵埃。それが「饒」かというのは、これまでの⑥「紅塵」・⑧―２「塵埃」
などの例と同じく、往来が盛んなことをさしていよう。
　結びの２句は故事に基づく。７「綠珠」は晋の石崇の愛妾の名。８に出る孫秀が彼
女を手に入れようとしたが、石崇が与えなかったため、孫秀は詔勅をいつわって石崇
を捕らえた。この時緑珠は楼から身を投げて自殺したという（『晉書』石崇伝）。なお、
石崇の金谷園の故事は⑦―３に見えた。
　この詩にも男女が登場するものの、石崇の悲恋の故事を用いており、やや趣が異な
る作となっている。
　⑪―２（其二）
１小平路四達　　小平　路四達にして
２長楸聽五鐘　　長
ちやう
楸
しう
　五鐘を聽く
３玉節迎司隸　　玉節　司隸を迎へ
４錦車歸濯龍　　錦車　濯龍に歸
き
す
５弦歌聲不息　　弦歌　聲息
や
まず
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６環珮響相從　　環珮　響き相ひ從ふ
７花障蕩舟笑　　花障
ふさ
ぎて　舟を蕩
うご
かして笑ひ
８日暎下山逢　　日暎
えい
じて　山を下りて逢ふ
　冒頭の２句は洛陽城の大まかな描写。１「小平」は⑩参照。「四達」は道が四方に
通じていること。⑤に「八達」の語が見えた。２「長楸」は大きく伸びたあずさの木。
洛陽にも関連した曹植の「名都篇」（前出）に「雞を鬭はす　東郊の道、馬を走らす
　長楸の間」とあったのに基づく表現か。「長楸」を「長秋」に作るテキストもある。
こちらであれば、漢魏洛陽城の南宮にあった宮殿の名。「五鐘」は五つの鐘。洛陽を
描いた班固の「東都賦」（『文選』巻１）の「是
ここ
に於いて鯨魚を發し、華鐘を鏗
つ
く（於
是發鯨魚、鏗華鐘）」の李善注に、天子の左右に五鐘があったという『尙書大傳』の
記述が引かれており、江總は洛陽に関わる言葉として用いたのであろう。
　続く３・４は洛陽への司隷校尉の就任を詠じているようだ。３「司隸」は司隷校尉、
後漢の時洛陽から長安に至る広い地域を収めた官の名。「玉節」は玉で作った割り符
であり、ここでは司隷校尉の証となる割り符を指していうのであろう。４「錦車」は
錦で飾った美しい車。「濯龍」は⑧―２参照。「歸」というのは、前の句を承けて、司
隷校尉の車が濯龍に落ち着いたということであろう。濯龍園には厩があったという。
ここで司隷校尉の赴任をいうのは、あるいは「日出東南隅行」（前出）の太守を意識
したものか。
　続く２句は洛陽の繁華な様子を詠ずる。前の句は音楽の演奏が絶えず聞こえている
こと、後の句は貴人の付けるおび玉の響きがずっと続くことをいう。
　末尾の２句は故事を用いた結び。７、『春秋』僖公三年の『左傳』に、齊侯が蔡姬
と舟遊びをしたところ、蔡姬が舟を動かし、齊侯が恐れて禁じたが止めなかったので、
怒って蔡に帰らせたという故事に基づく。六朝詩では、梁の簡文帝の「雍州曲三首」
其二「北渚」（『玉臺新詠』巻７）に「好し値
あ
ふ　城旁の人、多く逢ふ　蕩舟の妾
せふ
（好
値城旁人、多逢蕩舟妾）」というように、単に無邪気に舟遊びをする女性を表現する
のにも用いられているようだ。８は「古詩八首」其一（『玉臺新詠』巻１）に「山に
上りて　蘼
び ぶ
蕪を採り、山を下りて　故
もと
の夫に逢ふ（上山採蘼蕪、下山逢故夫）」云々
というのに基づく。山から下りる途中逢った前の夫に、今の妻と自分とどちらがよい
か尋ねたところ、昔の妻の方がよかったと答えるという内容であり、それを踏まえた
表現と思われる。あるいはこの詩に登場する女性は、司隷校尉の元妻という設定なの
かもしれない（そうとすれば「歸濯龍」の「歸」はかえると解してもよいだろう）。
　この詩も他の詩とはやや毛色の変わった故事を用いて描写しており、江總の２首は
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他の詩人の「洛陽道」に対して新味を出そうと努めていることがうかがえる。
⑫陳・王瑳「洛陽道」
１洛陽夜漏盡　　洛陽　夜漏盡き
２九重平旦開　　九重　平旦に開く
３日照蒼龍闕　　日は照らす　蒼龍の闕
４煙遶鳳凰臺　　煙は遶
めぐ
る　鳳凰の臺
５浮雲翻似蓋　　浮雲　 翻
ひるがへ
って蓋に似
６流水倒成雷　　流水　倒
さかしま
にして雷と成る
７曹王鬭雞返　　曹王　雞を鬭
たたかは
はして返り
８潘仁載果來　　潘仁　果を載せて來たる
　冒頭の２句は舞台設定、洛陽城の夜明けを詠ずる。１「夜漏」は水時計の夜の分量。
２「九重」は⑤参照。「平旦」は夜明けをいう。
　続く２句は、洛陽城内の描写。３「蒼龍」は青い竜。東方の神獣である。漢の長安
城の未央宮の東にあった宮闕の名となり、また三国吳の建業宮の東門の名ともなって
いたようだが、ここでは洛陽城にあった門の名から取られているのであろう。『太平
御覽』一八三に引く『漢宮殿名』に洛陽の門の名前として「蒼龍門」が見えている。
４「鳳凰臺」、この名の楼台はいたるところにあったようだが、ここでは洛陽城内の
ものをいうのであろう。漢魏洛陽城の南宮に鳳凰殿という宮殿があったようであり、
あるいはこれを指すのかもしれない。
　５・６は風景描写。空に浮かぶ雲は車蓋のようにひるがえり、流れる水（洛水の水
であろうか）は逆流して雷のような音を立てる。蓋・雷ともに車の縁語であり（蓋に
ついては⑧―１、雷については⑧―２参照）、往来の激しいことの比喩とも解しうる。
なお、翻・倒はともに「かへって」と訓ずることもできよう。
　続く２句は故事を踏まえて遊侠少年と美女を登場させた結び。７は先にも引いた曹
植の「名都篇」（前出）に「雞を鬭はす　東郊の道」とあったのを踏まえる（⑥も参照）。「曹
王」と呼ぶのは曹植が陳思王などに封ぜられたことによるのであろう。８はしばしば
見えた潘岳の故事に基づく（②参照）。
３．「洛陽道」に詠じられた洛陽
　本節では、楽府「洛陽道」に詠じられた洛陽のイメージについて述べてみたい。以
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下、全18首の詩の中から、繰り返し描写されるものや、洛陽に関係する要素を中心に、
いくつかに分類して考察することとする。
１時間の描写
　時間描写において特徴的なのは、夜の情景の描写がほとんどないことである。わず
かに⑤の結びに「夜に相ひ逢ふ」の表現があるほかは、時間の幅がある詩においても、
夜明けから夕方までの時間帯の中にほぼ収まっている。⑫に見える「夜漏」の語も、「夜
漏盡く」と、夜明けを表現するために用いられている。
　これに関連して、太陽に関する描写がしばしば見られる。日射しや日光の描写は①・
②・③・④・⑥・⑦―２・⑫に見えている。
　季節に目を転ずると、はっきりと描かれている季節は春のみという特徴がある。夏・
秋・冬の語は全く用いられていない。季節を表すことばが用いられない場合でも、描
かれている植物などから、ほとんどが春と思われる。⑥の「槐花」は、唐詩において
は秋に地面に散り敷いた花がよく描かれるが、前に「春暉」の語があり、春に舞台設
定がなされていると考えられる。また、⑦―１にも「霜枝」と霜の降りた枝が描かれ
るが、すぐ下に「嫩柳發す」とあり、初春の景色を詠じるのに霜を用いたものである
ことが分かる。
　このように見ると、「洛陽道」に詠じられた洛陽はいつも春ということになる。⑨
の「四時春なり」の語は、そのことをよく表していよう。
　すなわち、「洛陽道」に詠じられる洛陽はいつも春でいつも昼間であり、春の日射
しがうららかに注ぐ都市ということになろう。
２空間の描写
　ここでは、主に空間に関する描写を、洛陽城の内外に分けて見ておくことにする。
①洛陽の地理的描写
　「洛陽道」においては、多く冒頭の部分で、洛陽近郊の地名を用いながら、洛陽が
地理的にどのような場所に位置するかを詠ずるものがある。また、冒頭の部分以外で
も、近郊の地名を挙げるものがある。これらについて見ておこう。
　この中で最も例が多いのは、漢魏洛陽城の南を流れていた洛水に関する描写であ
り、③・⑦―３・⑩・⑪―１の四例が見える。「洛陽」＝洛水の北という地名のもと
にもなっており、やはり連想が働きやすいのであろう。なお、付近の河川では、他に
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③に黄河が、⑦―３に伊水が見えている。
　洛水の次に多いのが、⑦―３・⑧―２・⑪―１に見える「河橋」である。これは洛
陽付近の黄河に作られた浮き橋のようである。これが用いられるのは、近郊の地名を
挙げるというだけでなく、女性のいる場所として用いられることもあるようで、後に
述べる女性登場人物とも関わっている。
　以上は全て川に関するものであり、山に関する表現はなされていない。洛陽の北に
は墓地として有名な北邙（芒）山があり、また伯夷叔齊が隠れた山として有名な首陽
山も付近にあったとされており、これらの山は洛陽を詠ずる詩には古くから見えて
いるが（16）、「洛陽道」には描かれていない。すなわち、「洛陽道」に描かれる洛陽は、
死とも隠遁とも縁のない場所として描かれているといえるだろう。
　他に、漢魏洛陽城の北東、黄河の南岸近くにあった小平津が⑩・⑪―２に見え、洛
陽城の南西にあった「伊闕」が⑪―１に見えている。
　やや意外であったのは、石崇が洛陽郊外に作ったという金谷園は、金谷の集いの故
事が名高い割に例が少なく、⑦―３に見えるのみであったことである。「洛陽道」に
描かれる洛陽は、文人たちの高雅な集いが行われるような場所でもなかったのだろう。
②洛陽城および城内の描写
　次に洛陽城と城内の描写について述べる。楽府題が「洛陽道」であることから、こ
こに属するものは非常に多い。
　まず洛陽城の城壁や城門・城楼などに関する描写であるが、これは③・④・⑤・⑥・
⑦―１・⑦―２・⑦―５・⑧―１・⑫などに見えている。多くは重なり合った城壁や
城門が描かれていて、洛陽城の大きさや宮殿の奥深さを描くのに用いられている。
　次に、城内の描写で最も多いのが、楽府題の通り、洛陽の道を描くものである。こ
れは①・②・③・④・⑤・⑥・⑦―２・⑦―３・⑦―５・⑧―２・⑨・⑩・⑪―１・
⑪―２と、ほとんどの詩に見えている。多くはその道が広いことや四方八方へ通じて
いることを詠じており、この楽府は洛陽の目抜き通りを舞台にしているといえるだろ
う。同じく道を表す「陌」も⑦―２・⑦―５・⑧―１・⑩に見えているが、この文字
を用いる場合は、故事を踏まえて女性登場人物を表す場合もある。
　道のほかによく描かれるものとしては、堀も挙げられる。⑥・⑦―１・⑦―３・⑦
―５に堀が見えている。
　建築物に関する表現も多い。⑦―１・⑦―５には楼台が描かれ、⑦―４・⑪―１に
は堂が描かれ、⑦―１・⑧―２には建物の屋根が描かれている。大きな建物が建ち並
ぶ大都会というイメージを作り上げているといえるだろう。
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　固有名詞では、洛陽城の北東隅にあったという濯龍園（池）が⑧―２・⑪―２に見
え、目抜き通りの一つ銅駝街の名前の元になった銅駝が⑧―１に見え、北宮にあった
德陽殿が⑪―１に見え、宮殿の門の蒼龍門と南宮にあった鳳凰殿を指すと思われる表
現が⑫に見える。晋の王濟が洛京に馬埒を築いたという故事に基づく「金埒」が⑦―
４に見えるのも、固有名詞に含めてよいであろう。これらも広大な庭園や華麗な宮殿
が多く存在する大都会のイメージで用いられていると思われる。
　これら空間の描写をまとめると、「洛陽道」に描かれる洛陽の街は、川に囲まれた
場所にあり、幾重にも城壁が取り囲み、大きな通りが四方へ延びていて、堀は水をた
たえ、大きな宮殿や建物が連なり、広い庭園が存在する大都会ということになろう。
３事物の描写
　ここでは事物の描写を、活気・器物・動物・植物・人物に分けて見ておくこと
にする。
①活気の描写
　ここでは洛陽の街のにぎやかさ・活気を描写した例について述べる。「洛陽道」に
おいては、洛陽の静けさや落ち着いた趣といったようなものはあまり描かれず、活気
に満ちてにぎやかな様子が描かれる。
　それを最もよく表すのが、塵埃の描写であろう。車馬の往来によって起きる塵埃は、
⑥・⑦―４・⑧―１・⑧―２・⑪―１とたびたび用いられ、洛陽＝繁華な大都会とい
うイメージを作り出している。隠者的な考えからすれば避けられるべき「俗塵」が多
く描かれるということは、すなわち洛陽は「俗」の都市ということになるだろう。こ
のことは、先に述べた、隠遁のイメージを持つ首陽山が描かれないことと表裏の関係
となっていよう。
　他に、音楽に関する描写も⑧―１・⑪―１・⑪―２に見えている。洛陽はいつもど
こからか音楽が聞こえてくるにぎやかな都会なのである。
　変わったところでは、⑧―１には「百戲」が登場する。多くの民衆が様々な見せ物・
芸能を楽しんでいることを描いており、そこに集まる人々の喧噪・雑踏・活気などが
伝わってくる。
②器物の描写
　18首の詩の中には、多くの器物が登場するが、その中で特徴的だと思われるものに
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ついて、ここで挙げておくことにする。
　器物で最もよく詠じられるのが、車である。車のほろや車軸の例も含めると、②・③・
⑦―１・⑦―５・⑧―１・⑨・⑩・⑪―２・⑫などに見えている。これは洛陽の大道
のにぎやかさを表現しているとともに、「玉車」（②）「錦車」（⑪―２）など、貴人の
車を美しく表現するものも多く、後に述べる男性登場人物の人物像とも深く関わって
いる。
　器物で次に多いのは、馬のくつわの飾り「珂」や鞍や鞭などの馬具で、②・④・⑦
―１・⑧―１・⑧―２などに見えている。これは動物の描写で馬が多いことと対応し
ており、「玉珂」や「金鞍」などの豪華な馬具が描かれるのは、やはり男性登場人物
の人物像と深く関わっている。
　他に登場人物の男性に関わるものとして、②・⑥・⑦―５に見える弾（はじき弓）
や⑥に見える弩（石弓）と翳（たて）なども挙げられる。
　一方女性の登場人物に関わる器物としては、①や②に詠じられる衣服およびその各
部位や⑦―２に詠じられるかんざしなどが挙げられ、女性の美しさを表現するために
用いられている。また、②に詠じられる桑摘みのためのかごは女性の人物像と深く関
わっている。
③植物の描写
　「洛陽道」で最も多く見られる植物は、柳と槐である。
　柳の方は③・④・⑥・⑦―１・⑦―３・⑦―４・⑧―１に見えている。芽を出した
ばかりの様子、緑に茂る様子、柳絮を飛ばす様子などが描かれるが、いずれも春の雰
囲気を出しているといえるだろう。
　槐は④・⑥・⑦―４・⑦―５・⑪に見えている。先に述べたように、⑥が花を詠じ
ているのは、唐詩などとやや季節感が異なるが、その他は花に言及するものはないよ
うであり、⑥が特殊なのであろう。この槐は、⑪に「槐路」というように、街路樹と
して植えられているのであろう。現在でも槐は中国で街路樹として植えられることが
多い。柳の方も街路樹としてよく植えられるものであり、これらの木が描かれるのは、
楽府題「洛陽道」の通り、道が多く描かれていることとも関係していよう。
　これに次ぐのが「桑」であり、②・④・⑩に見えているが、これは後に述べる女性
登場人物の造型と大きく関わっている。
　「はじめに」で触れた桃李は、⑦―５に「桃花」、⑫「桃李」が見えるのみで、桃や
すももの咲き乱れる場所というイメージは、少なくとも「洛陽道」に描かれた洛陽に
おいては、あまり強くないようだ。
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　その他、実際の植物としては桐（③）・苔（⑦―１）・杏（⑪―１）・楸
あずさ
（⑪―２、
但し文字の異同あり）などの植物が描かれており、比喩としては葡萄（①）・合歓（①）・
芙蓉（⑤）などが用いられている。このうち比喩の方の合歓と芙蓉が愛情と深く関わ
る植物であることは、「洛陽道」の性質と関わっているだろう。
④動物の描写
　動物で最も多いのは馬である。②・④・⑥・⑦―５・⑧―２・⑨・⑪―１に見えて
いる。器物の描写で触れた馬具の表現を加えると、馬の描かれた例はさらに多くなる。
このうちのほとんどが男性登場人物の造型と深く関わって用いられている。
　他の動物で複数の例があるのは、④と⑫に見えるニワトリのみであるが、ニワトリ
が「雞犬の聲相ひ聞こゆ」というようなのどかな表現においてではなく、闘鶏のニワ
トリとして登場していることも、やはり男性登場人物と関わるものである。１例のみ
だが、②に用いられている蚕の方は、女性の登場人物と関わるものである。
⑤人物の描写
　「洛陽道」の多くに共通した人物が登場する。男性と女性に分けて見ておこう。
Ａ．男性
　「洛陽道」に出てくる男性登場人物の多くが、いわゆる遊侠少年としての性格を持っ
ている。すでに述べたように、貴顕の子弟で無頼を気取る若者は、楽府ではおなじ
みの登場人物である。②「遊童」・⑦―４「遊俠」・⑦―５「俠少」など、はっきりと
書かれているものもあるし、弾（はじき弓）を持っている（②・⑥・⑦―５）、馬を
飾り立てている（②・⑦―４）等の表現からもそれと分かるものもある。また、遊侠
少年は貴顕の子弟であることから、④の「王孫」「公子」や⑦―５の「徹侯」なども
同じ系統の登場人物といえるだろう。曹植の「白馬篇」（前出）以来、遊侠少年の乗
り物は馬とされていて、先に動物の描写で触れた馬が描かれていることも関わってお
り、またニワトリが描かれているのも、遊侠少年を描いた曹植の「名都篇」（前出）
で闘鶏の描写があることから来ていよう。
　これと関わるのが、②・③・⑧―１・⑩・⑫で触れられる潘岳の故事である。潘岳
が若い頃、はじき弓を抱えて洛陽の街に出ると、若い娘たちが取り囲んで果物を投げ
るので車が一杯になった、という有名な故事だが、はじき弓を抱える点など遊侠少年
と共通する面があり、この故事を用いる例も基本的には同じ人物像を描いているとい
えるだろう。さらに、潘岳が美男であるということから、潘岳と夏侯湛の連璧の故事
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を用いる⑨や、潘岳同様美男で知られた衞玠の故事を用いる⑨・⑩も、同じ人物像が
描かれているのである。
　潘岳の逸話では、その乗り物は車とされており、先に器物の描写で触れた、車の描
写が多いこと、中でも豪華な車が描写されることも、この登場人物と関わるものであ
る。すなわち馬でも車でもこの登場人物に結びついているといえよう。
　こうして見ると、「洛陽道」に詠じられる男性登場人物は、容貌が美しい貴族の子
弟で遊侠を気取る人物がということになり、はっきりとは描かれていないものでも、
ほとんどがその方向で解釈できる。遊侠少年でない描かれ方をしているものは、⑪―
１および⑪―２、すなわち江總の２首のみであるといえよう。これは恐らく江總が、
従来の「洛陽道」に見られない新奇さを出そうとした結果であると思われる。
Ｂ．女性
　「洛陽道」においては、存在がほのめかされているものも含めれば、⑦―５以外の
全ての詩に女性が登場しているといえよう。次にこの女性について見ておこう。
　①・⑨の冒頭の句にうかがえるように、洛陽は美人の多い場所と考えられていたよ
うだが、女性がはっきりと描写されたものでは、いずれも美人として描かれており、
性格や気質には言及されない。これは中国古典詩全般に共通することといえよう。
　これらの中には、潘岳に比せられるような美男の男性主人公に恋心を抱くのみで、
女性の人物像がはっきりしない作もあるが、そうでない作品の中には、女性の登場人
物にもある傾向がうかがえる。それは桑摘みの女性が描かれていることである。
　②・④・⑩がそれであり、先に植物の描写で触れた桑が描かれていること、および
動物の描写で触れた蚕が描かれていることも、登場人物と深く関わっている。④は「日
出東南隅行」（前出）の秦羅敷の故事、⑩は「河中之水歌」（前出）の洛陽の女児莫愁
の故事を用いることによって、さらにそれを明らかにしている。同じく莫愁の故事を
踏まえたと見られる⑦―２の女性もこの系統と考えられよう。
　一方で、男性主人公の場合と同じく、江總の⑪―１・⑪―２の２首においては、石
崇の愛妾であった綠珠の故事と「古詩五首」の別れた夫に逢う妻の故事が踏まえられ
ており、やはり他の詩人の「洛陽道」とは趣の異なる作品となっている。
　以上の事物の描写の特徴をまとめると、にぎやかな洛陽の街で、馬または車に乗っ
た遊侠少年と、桑摘みをする美しい女性が出逢って恋をする、というのが「洛陽道」
に共通するパターンといえるだろう。
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４故事を踏まえた描写
　最後に故事を踏まえた描写について触れておこう。これまでにすでに触れたものを
除けば、次のような典故を用いた描写がある。
・河邊草（「古詩十九首」其二「靑靑河邊草」で夫を待つ女性を詠ずる）＝⑦―２
・當壚（漢の司馬相如の妻卓文君が酒場で働いた故事）：⑦―４
・京兆粧（漢の張敞が妻のために眉を描いた故事）：⑦―４
・驄馬（後漢の桓典が驄馬に乗っていたという故事）：⑨
・鎭西歌艷曲（晋の謝尚が「大道曲」を歌ったという故事？）：⑨
・臨淄逢麗神（魏の曹植が洛水のほとりで神女に逢った故事）：⑨
・李膺棹（後漢の李膺と郭太が舟に乗った様子が神仙に喩えられた故事）：⑪―１
・王戎鑣（晋の王戎が小さな馬に乗っていたという故事）：⑪―１
・蕩舟笑（齊侯と蔡姬が舟遊びをした時、蔡姬が舟を動かした故事）：⑪―２
　いずれも用いられたのは１例ずつであるが、９つのうち「河邊草」「當壚」「京兆粧」
「臨淄逢麗神」「蕩舟笑」の５つの故事が恋愛あるいは夫婦に関わるものであることは、
これまでにすでに触れたものを含めて、「洛陽道」に描かれた洛陽の性質をよく表し
ているといよう。すなわち、故事の用いられ方の面から見ても、楽府「洛陽道」にお
ける洛陽は、「恋の町」なのである。
　以上、本節で考察した「洛陽道」に描かれた洛陽のイメージをまとめれば、次のよ
うになろう。
　―川に囲まれた洛陽の町は、いつも春でうららかな日射しが心地よい。幾重にも
重なり合った城壁の中、大きな建物が軒を連ね大規模な庭園が広がっている。お堀に
沿って広々とした大きな道が延び、街路樹には槐や柳の木が植えられている。その道
を車馬がほこりを立てながらにぎやかに行き交い、それに混じって音楽の調べが聞こ
えている。
　その大きな通りに、ひときわ豪華な車馬に乗った、無頼の遊侠少年が飛び道具を脇
に挟んで登場する。顔立ちのその若者が出逢うのは、桑を摘む洛陽の美しい娘。その
可憐な娘と若者はたちまち恋に落ちる。―
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終わりに
　本稿では、「洛陽道」に描かれた洛陽のイメージについて触れた。簡単にいえば、
洛陽は「春のうららかな日射しの中、大通りで美男美女が出逢う大都会」というイメー
ジを持っていたということになろう。
　それは、例えば現在の我が国の歌謡曲にしばしば見られる「○○（地名）の女
ひと
」と
いうような作品に似て、男女の恋愛を主なテーマとし、そこに地域性を盛り込んだも
のといえるのではないだろうか（17）。
　残る「京洛篇」の考察が残されているし、南朝の詩人にとって同じようにまだ見ぬ
都であった長安城のイメージと比較して、違いがあるのかどうか、あるとしたらどの
ような違いなのか、という点についても考察すべきであろう。さらに、唐の時代にど
のようなイメージが継承され、どのようなイメージが継承されなかったのかという問
題も残されているが、これらについては全て今後の課題としたい。
　以上のように未解決の部分も多く、また菲才ゆえの詩の誤読や調査の不備等も多々
あることと思う。諸賢のご教示ご批正がいただければ幸甚である。
注
（１）例えば愛宕元『唐両京城坊攷』（平凡社東洋文庫、1994年。以下、注では原則として敬称を
省略させていただく）183～184頁等に詳しい。
（２）植木久行『唐詩の風土』（研文出版、1983年）・『唐詩の風景』（講談社学術文庫、1999年）お
よび『長安・洛陽物語』（集英社、中国の都城２、1987年。松浦友久氏と共著）等。文学と洛陽
の関係を扱ったものには、他に寺尾剛「李白における洛陽の意義―安史の乱時の言及を中心に」
（『中国詩文論叢』10、1991年）、和田浩平「韓愈と洛陽―元和年間初期に於ける吏隠の狭間」（『芸
文研究』63、1993年）、中尾健一郎「白居易と洛陽」（『中国文学論集』34、2005年）等がある。
（３）北京大学の「全唐詩電子檢索系統」ＨＰ（http://chinese.pku.edu.cn/cgi-bin/tanglibrary.exe）
の「唐前詩及樂府詩集」を利用させていただいた。ただし平成20年２月日現在、閉鎖中のよう
である。
（４）例えば、有名な「古詩十九首」其十三（『文選』巻29）は、「車を上東門に驅り、遙かに郭
北の墓を望む（驅車上東門、遙望郭北墓）」と始まり、漢魏洛陽城の東側にあった三門のうち一
番北にあった上東門と、洛陽城北郊外にあった北邙山の墓が詠じられていて、詩の舞台が洛陽
であることは明らかであるが、詩中・詩題に「洛」「雒」の文字は用いられていない。
（５）ここで、ⅰ～ⅴのそれぞれに当たる例をいくつか挙げておこう。
　ⅰの例としては、魏の曹植の「送應氏詩二首」其一（『文選』巻20）で荒廃した洛陽の様子を
描いている例や、隋の煬帝が「晚春詩」（『初學記』巻３）で「洛陽　春稍
やうや
く晚
く
れ、四望すれば
　春暉滿つ（洛陽春稍晚、四望滿春暉）」以下、洛陽の春景色を描く例などがある。また、「は
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じめに」の部分に引いた宋子侯の「董嬌饒詩」（前出）や注４に引いた「古詩十九首」其十三（前
出）もこの例に当たろう。
　 ⅱの例としては、梁の何遜と范雲の「范廣州宅聯句」（『古詩紀』巻94）の范雲の担当部分に「洛
陽　城の東西なるに、却って經年の別れを作す（洛陽城東西、却作經年別）」と述べたり、梁の
劉峻（孝標）の「江州還入石頭詩」（『藝文類聚』巻28）の詩で「洛城　何ぞ鬱鬱たる、杳とし
て　雲霄と半ばす（洛城何鬱鬱、杳與雲霄半）」以下、都の様子を描く例などがある。
　 ⅲの例としては、宋の顏延之が、「北使洛」（『文選』巻27）において、劉裕が一時的に奪還し
た洛陽に使者として赴いた時、自ら目にした洛陽の様子を描いた例などがある。
　 ⅳの例としては、本稿次節で取り挙げる「洛陽道」諸作のほか、梁の沈約の「相逢狹路間」（『樂
府詩集』巻34）が「相逢ふ　洛陽の道、聲を繫ぐ　流水の車（相逢洛陽道、繫聲流水車）」と始
まり、陳の張正見の「輕薄篇」（『文苑英華』巻194）が「洛陽の　美少年、朝日　正に霞を開く（洛
陽美少年、朝日正開霞）」と始まって、ともに洛陽を舞台としているなどの例がある。
　 ⅴの例としては、宋の謝惠連の「秋胡行」二首其二（『藝文類聚』巻41）に「漢女　倏忽とし
て、洛神　飄揚たり（漢女倏忽、洛神飄揚）」といい、南齊の謝朓の「落日悵望」（四部叢刊本『謝
宣城詩集』巻３）に「既に琅邪の政に乏
とぼ
しければ、方
まさ
に洛陽の社に憩
いこ
はん（既乏琅邪政、方憩
洛陽社）」というなどの例がある。
　なお、この５つの分類は峻別できるわけではなく、特にⅰ～ⅳの例で、ⅴの要素をも兼ね備え
ていたり、ⅴに分類しうる詩語を用いたりしたものは非常に多い。
（６）ただし、「京洛篇」の「京洛」は京師・大都会の意味であり、詩の舞台が洛陽とは限らない
ものも含まれている。「京洛篇」の詳細については、今後調査を進めて行きたい。
（７）原文は次の通り。「樂府解題曰、漢橫吹曲、二十八解、李延年造。魏晉已來、唯傳十曲。一曰黃鵠、
二曰隴頭、三曰出關、四曰入關、五曰出塞、六曰入塞、七曰折楊柳、八曰黃覃子、九曰赤之揚、
十曰望行人。後又有關山月・洛陽道・長安道・梅花落・紫騮馬・驄馬・雨雪・劉生八曲、合十八曲。」
ここに見られるように、後に作られた八曲の中に、「洛陽道」に似た「長安道」も含まれている。
（８）以下、六朝詩人の「洛陽道」については、①～⑫の通し番号（連作の場合は⑦―１のような形式）
によって称することとする。
（９）注５で触れたように、「名都篇」に用いられたる「京洛」の語は、洛陽を指すとは限らない。
『文選』の題下の五臣注（張銑）に「名都は、邯鄲・臨淄の類なり（名都、邯鄲・臨淄之類也）」
というのは、洛陽以外の旧都を舞台と解釈しており、また、『藝文類聚』巻42には「鬭雞東郊道」
の句を「鬭雞長安道」に作っており、こちらによれば長安が舞台ということになる。一方で、
李善は引用した二句に王逸の「荔枝賦」に「宛洛の少年（宛洛少年）」という部分を引いており、
これを曹植が踏まえたとすれば、「京洛」の表現には、大都会の中でも宛（河南省南陽市）とと
もに洛陽が意識されていたことになろう。伊藤正文『曹植』（岩波中国詩人選集、1958年）や趙
幼文『曹植周校注』（人民文学出版社、1984年）も洛陽を舞台にした作としており、清の『河南
通志』（四庫全書本による）も巻73藝文２の詩の部分にこの作を収めていて、洛陽を舞台とした
作と考えているようだ。洛陽は魏の都でもあり、洛陽を舞台とした作とする見方も行われてい
たと思われる。本稿では、後の「洛陽道」にこの詩を踏まえる例も多いことから、少なくとも
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洛陽を主要な舞台の一つとした作品であると考えておく。
（10）詩に登場する遊侠少年については、小西昇「漢代楽府詩と遊侠の世界―南朝文学放蕩論の
発生」（『日本中国学会報』15、1963年。後、『漢代楽府謝靈運詩論集』に収録、葦書房、1983年）
および植木久行「詩語『五陵』考―一地名の多義的用法をめぐって」（『古田教授退官記念中国
文学語学論集』所収、東方書店、1985年）に詳しい。また、その人物像については、畑村学・
橘英範「張籍詩訳注（14）―「関山月」「少年行」―」（『宇部工業高等専門学校研究報告』51、
2006）の「少年行」の部分（橘担当）で卑見を述べた。
（11）洛陽の娘の莫愁が登場する例は、現存する中では梁の武帝の「河中之水歌」の詩が最も古
いようだが（『玉臺新詠』が無名氏の作としているのは梁の武帝の誤りとされる）、他に石城の
西に住む莫愁という女性が宋の西曲歌「莫愁樂」（『樂府詩集』巻48）に見え、恐らくかなり古
くから美女の代名詞として莫愁に関する話が伝えられており、簡文帝はそれを踏まえているの
ではないかと思われる。
（12）石川忠久『玉台新詠』（学習研究社、中国の古典25、1986年）など。
（13）詩における遊侠少年の代表格である「五陵の年少」のイメージが、漢代に五陵の付近に強
制的に移住させられた貴族の子弟から来るものであること、注10前掲植木氏の論文に詳しい。
（14）遊侠少年の出身地はその活躍の舞台となる都とは限らず、注13にも記したように、長安の
遊侠少年「五陵の年少」の出身は、長安近郊の五陵となっている。
（15）注10前掲諸論文参照。
（16）北邙山を墳墓の地として詠じた例には、注４にも引いた「古詩十九首」其十三（前出）の「車
を上東門に驅り、遙かに郭北の墓を望む」の冒頭の句以下、墓地を描写している例があり、ま
た山名を明示したものとしては、晋の張載の「七哀詩二首」其一（『文選』巻23）に「北芒　何
ぞ壘壘たる、高陵　四五有り（北芒何壘壘、高陵有四五）」と述べた後、後漢の帝陵の荒廃した
様子を描く例などがある。首陽山を詠じた例としては、阮籍の「詠懷詩十七首」其十（『文選』
巻23）が冒頭で「步みて上東門より出で、北のかた首陽の岑を望む（步出上東門、北望首陽岑）」
と詠じた後、伯夷叔齊のような人物に思いを馳せる例などがある。
（17）似た楽府題である「長安道」も、長安を恋の町として描いているかどうかという点でも、「長
安道」との比較が必要になると思われるが、今後の課題としておきたい。
〔附記〕本稿は平成19年７月４日に行われた、岡山大学文学部プロジェクト研究「洛陽の史的研究」
の研究会において口頭発表した内容に手を加えたものである。研究会当日貴重なご意見をいた
だいたプロジェクト研究のメンバーと当日の参加者各位に、心より感謝の意を表する次第であ
る。
